
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■４月 20 日まん延防止等重点措置を受けて、田中

中でも再び緊張感のある生活が始まりました。「一

人ひとりが衛生管理について意識を高める」「濃厚

接触者を最小限にする」このことを念頭に、健康観

察や手洗いのための時間を設け、部活動について

は大会等の諸事情の除き、土日休日の練習を一時

的に停止しています。■大型連休に入りますが、

「不要不急の外出の自粛」「三密を回避する」「黙食」 

「日常的なマスク着用・手洗い」など継続してく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ださいますようお願いいたします。 

≪新型コロナウイルスに関する報告について≫ 

■お子さまや同居家族が「感染症の疑いで PCR 等

検査をすることになったとき」「濃厚接触者に該当

したとき」は、速やかに学校へ連絡をお願いします。

また、その際はご家族の検査結果が判明するまで

自宅待機をお願いします。■お子さまに発熱やか

ぜ症状がある場合は、無理せず自宅で休ませてく

ださい。柏市の感染状況がレベル３の間は、同居の

ご家族がかぜ症状がみられる時も、万が一を想定

し、登校を控えるようにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□学校マイプラン事業とは学校における様々な

教育課題の解決や創意工夫に満ちた特色ある学

校づくりのため、実施しているものです。例えば、

学力向上対策・キャリア教育・自然環境教育・学

校安全対策・地域の伝統芸能の継承などが挙げ

られます。 

□田中中ではこのプランを活用して、「放課後算

数・数学教室」を今年度１期は５月から開始しま

す。数学・算数の基礎知識に対する不安解消の場

として、個別の支援を行います。講座参加生徒募

集については本日配付しましたのでご覧くださ

い。 

□その他に毎年行われている「茶木植樹（３月）

と茶摘み（４月）」にも活用しています。お茶の

苗木を一人１本ずつ、たなかの里など校地内に

植え大切に育てます。 

 

 

 

 

 

 

□4 月 27 日、校内のたなかの里や旧吉田邸にて、

1年生を中心に「茶摘み」をしました。歴史ある

「茶摘み」は 2年ぶり。1年生は２つのグループ

に分かれて、茶摘みの体験をしました。2年生も

この 3 月に一人ひとりが植樹した茶木の新芽を

摘み、何年も前に卒業生が植え立派に育った茶

木を目の前に、どんな想いをいだいたのでしょ

うか。 

□旧吉田邸の皆様には、毎年、大変お世話になっ

ております。このような機会を提供してくださ

り、心より感謝申し上げます。また、今回の引率

や見守り活動として PTA の 1 学年部の皆様にご

協力いただきました。ありがとうございました。 

 

【５月と６月の予定】 

5 月  6 日 

5 月  7 日 

5 月 13 日 

5 月 15 日 

〃   

5 月 17 日 

5 月 20 日 

5 月 21 日 

6 月  1 日 

6 月  4 日 

6 月 11 日 

6 月 15 日 

6 月 21 日 

6 月 22 日 

6 月 28 日 

6 月 29 日 

（木）眼科検診 

（金）午前中授業給食なし 

（木）内科検診 

（土）授業参観 

教育課程説明会・部活動保護者会 

（月）振替休日 

（木）歯科検診 

（金）歯科検診 

（火）音楽鑑賞教室 

（金）生徒総会 

（金）2 年生林間学校（13 日まで） 

（火）県民の日 

（月）期末テスト（給食なし） 

（火）期末テスト 

（月）テスト返却日 

（火）耳鼻科検診 

茶 摘 み 
学校教育目標 

心豊かで たくましい生徒の育成 

～生徒が未来の社会で輝けるために～ 

校訓 

自学・友愛・克己 

 

柏市立田中中学校 柏市大室 249-9 

TEL  7131-5725   FAX  7134-5519 
田っ中だより 

５月号 NO. ２ 

令和３年４月３０日 

「茶摘み」 

 ４月２７日（火），２年ぶりに本校の伝統行事である「茶摘み」を行いました。本校の茶摘みの始まり

は，昭和３２年頃にさかのぼります。昔から田中地区では，生け垣や畑の境界に茶木を植え，農家の副

産物として栽培されていました。当時の生徒たちは，生徒会費を増やし学校生活を活性化させようと，

各家庭に出向いて二番茶を摘ませてもらい，摘んだ茶葉を業者に買い取ってもらっていたとのことで

す。校長室の壁に「生徒らの競い合いつつ茶摘みぬ」という句が飾られており，当時の様子が偲ばれま

す。その後は，全校行事となり，地区別生徒会により田中地区全域に広がり，毎年八十八夜に合わせて

一番茶を摘ませてもらい，製茶された「緑の田中」として販売され、田中中の代名詞となる行事となり

ました。何よりも茶葉を摘む作業は，先輩が後輩に摘み方を教える姿や，それぞれの地域の方々も参加

して，中学生と一緒に茶摘みをする姿等，ほほえましい様子があちこちで見られました。 

 しかし近年，田中地区の様々な環境が大きく変化し，何よりも茶葉の垣根が大きく減少しています。

そのため，平成３０年度より規模を縮小し，１年生のみの取組となってしまいました。そのような中で

も，１年生は，地域の中で新たな発見や感動を味わうことができたと思います。 

 時代の流れや社会･自然環境が大きく変化する中で，様々な学校の行事も常に見直していく必要があり

ます。しかし，体験を通して得られる経験は，何よりも貴重です。新型コロナウィルス感染症拡大防止

対策は依然と求められています。今後も，「マスク」「手洗い」「ソーシャルディスタンス」は必須です。

そのような中で，これからも，今，子どもたちにとって何が必要なのか，何が出来るのかを念頭に，工

夫と改善を考えながら学校運営に努めたいと思います。 

校長  須田 光明 

柏市学校 

マイプラン事業 

感染拡大防止への意識向上を 


